
被災地における福祉・介護人材確保事業
新規採用職員及び中堅介護職員就職支援金

交付申請書の書き方 新規採用職員・中堅介護職員 共通

本人確認書類の住所と異なる場合に
は、現住所を証明する公的な書類を添
付すること。
（例）避難証明書、公共料金の領収書等

常勤雇用となった年月日を記入するこ
と。
パートから常勤になった等で、採用日
が異なる場合は、常勤雇用となった日
付を「令和〇年〇月〇日（常勤）」と記
入すること。

労働条件通知書等に記載している職
種（職名）を具体的に記入すること。
「介護員」「介護職」「生活支援員」等

常勤（フルタイム）であることがわかる
ように記載すること。
（例）「契約社員（常勤）」、「パート（フル
タイム）」等

過去に介護保険施設等で介護業務に
従事した経験年数を記入すること。
「相談員」や「ケアマネジャー」として
の経験は参入できません。

中堅介護職員のみ

前職の勤務先名と退職年月日を記入

申請日現在、勤務している施設名を記入

事務担当者の氏名、連絡先は必ず記入

原則、施設長名、印で証明すること。
法人で証明される場合には、法人名、
理事長名、理事長印でも構いません。
施設宛の決定通知等の写しはこの住所に送付
します。

（様式第１号） （様式第２号）

申請者の所属する施設・法人が記入

【添付書類について】
１.本人確認できる書類は、顔写真の入っているものを提出してください。顔写真がない証明書しかない
場合は、2種類添付してください。 （例）保険証とマイナンバーカードの通知書など

２.労働条件通知書に「○○については就労規則による」や「就労規則〇条」などの記載がある場合は、
必ず就労規則を添付してください。

３.労働条件通知書で職種や常勤勤務であることがはっきりわからない場合は、追加で書類提出いただ
くことがあります。



被災地における福祉・介護人材確保事業
新規採用職員及び中堅介護職員就職支援金

交付請求書の書き方 新規採用職員・中堅介護職員 共通
（様式第７号）

自 署

交付決定通知書の右上にある交付決
定年月日と文書番号を記入すること

交付決定された金額を記入してくださ
い

←１or２を記入

金融機関コードが不明の場合には、記
入は不要です。

交付請求書には、勤務施設が発行した在職証明書（様式
第８号）及び通帳の見開きページ（銀行名、支店名、口
座番号、口座名義人が記載されている部分）の写しを添
付してください。



被災地における福祉・介護人材確保事業
新規採用職員及び中堅介護職員就職支援金

在職証明書の書き方 新規採用職員・中堅介護職員 共通
（様式第８号）

原則、申請書で証明した証明権者が
証明してください。

※様式第８号については、申請者の所属する施設・法人が作成すること

申請書で記載した住所を記入

業務従事期間中に複数の施設に勤務
した場合は、枠内に勤務施設をそれぞ
れ記入すること。
（例）①特別養護老人ホーム○○荘

②デイサービス○○荘

業務従事期間中に複数の施設に勤務
した場合は、名称と同じように枠内に
所在地をそれぞれ記入すること。

業務従事期間中に複数の施設に勤務
した場合は、それぞれ①②に記入する
こと。
※３ヵ所以上ある場合は、欄外に③④～
と番号をふり記入すること

始期には交付決定通知書の「採用年
月日」（常勤雇用になった日付）を記
入すること。

対象の職員が在職している場合には、
証明年月日と同じ日付を記入すること。
「在職中」と記入すると再提出となりま
す。


